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栃木県公衆衛生学会抄録集

令和元（２０１９）年９月４日（水）

とちぎ健康の森

大会議室、小会議室、教室Ａ、教室Ｂ

栃木県公衆衛生協会

栃 木 県





第 ５ ９ 回 栃 木 県 公 衆 衛 生 大 会

第 ５ ７ 回 栃 木 県 公 衆 衛 生 学 会

令和元（２０１９）年度救急医療週間記念大会

プ ロ グ ラ ム

Ⅰ 公衆衛生大会・公衆衛生学会・救急医療週間記念大会式典

（１０：３０）１ 開 会

大 会 長 栃 木 県 知 事 福 田 富 一２ 式 辞

学 会 長 栃木県公衆衛生協会会長 太田照男３ 挨 拶

（栃木県医師会会長）

保健衛生事業功労者 知 事 表 彰４ 表 彰

〃 大会長表彰

救 急 医 療 功 労 者 知 事 表 彰

公衆衛生学会発表優秀者 学会長表彰

５ 来賓祝辞

６ 受賞者代表挨拶

「禁煙のすすめ」７ 記念講演

講師／独立行政法人 地域医療機能推進機構 うつのみや病院

副院長 木平 百合子 氏

（１２：２０）８ 閉 会



Ⅱ 公衆衛生学会

（１３：３０）１ 口演発表

① 第１会場（とちぎ健康の森 大会議室）

演題区分 精神保健福祉、親子保健・学校保健、口腔保健

座長 増茂 尚志 （参事兼精神保健福祉センター所長）

〃 大原 智子 （県東健康福祉センター所長）

〃 小橋 元 （獨協医科大学教授）

② 第２会場（とちぎ健康の森 教室Ａ）

演題区分 産業保健、親子保健・学校保健、保健行動・健康教育、

生活習慣病・メタボリックシンドローム、難病・障害の医療と福祉、

公衆栄養

座長 稲野 秀孝 （一般社団法人栃木県医師会副会長）

〃 中村 好一 （自治医科大学教授）

〃 塚田 三夫 （安足健康福祉センター所長）

③ 第３会場（とちぎ健康の森 教室Ｂ）

演題区分 高齢者のＱＯＬと介護予防、健康運動指導、疫学・保健医療情報、

感染症、保健行動・健康教育、難病・障害の医療と福祉、その他

座長 前原 操 （一般社団法人栃木県医師会副会長）

〃 渡辺 晃紀 （県西健康福祉センター所長）

〃 八木沢 和夫 （栃木県生活衛生課長）

④ 第４会場（とちぎ健康の森 小会議室）

演題区分 保健所・衛生行政・地域保健、公衆衛生従事者育成、

医療制度・医療政策、食品衛生・薬事衛生、環境保健、その他

座長 大橋 俊子 （参事兼県南健康福祉センター所長）

〃 加藤 治 （栃木県薬務課長）

〃 若色 孝子 （栃木県環境保全課長）

（１５：３０）２ 口演終了



第１会場

№　　１　～　  ３　　　　座　長　　増茂  尚志　　　（参事兼精神保健福祉センター所長）

№　　４　～　  ６　　　　座　長　　大原　智子　　　（県東健康福祉センター所長）

№　　７　～　  ９　　　　座　長　　西連地　利己　 （獨協医科大学准教授）

№ 演　　　　題 発表者名 発表者所属 区　分 頁
予定
時刻

1
退院後支援マニュアル（試行版）に基づく精神障
害者の支援についての考察

吉川　彩音
県北健康福祉セ
ンター

精神保健福祉 13

13:35

2
精神障害者の住まいの確保支援に関する取組
み－精神障害にも対応した地域包括ケアシステ
ム構築の視点から－

笹沼　友絵
県北健康福祉セ
ンター

精神保健福祉 16

13:45

3
栃木県安足健康福祉センター「アルコール家族
教室」の３年間の取組みについての考察

熊倉　仁美
安足健康福祉セ
ンター

精神保健福祉 19
13:55

4
当院における「生活習慣病予防クッキング事業」
の２年間の取組について

大貫　瑞恵 岡本台病院 精神保健福祉 22
14:05

5
未遂者対策としての精神科デイケア
～スキルアップデイケアの報告～

江口　里香
精神保健福祉セ
ンター

精神保健福祉 25
14:15

6
子どもの心の相談支援体制強化事業における
アウトリーチ支援から見た地域支援体制につい
ての一考察

石田　恵理
県西健康福祉セ
ンター

親子保健・学
校保健

28

14:25

7
思春期のこころの健康の現状と予防の検討
－大田原市Ａ地区学校保健委員会による実態
調査をもとに－

大森　智子
大田原市立若草
中学校

親子保健・学
校保健

31

14:35

8
乳児家庭全戸訪問事業（赤ちゃん訪問）を通して
見えた母子の実態　第４報－ＥＰＤＳ陽性者の関
連要因分析と地域継続支援の再考－

菊地　美砂子
真岡市　こども家
庭課

親子保健・学
校保健

34
14:45

9
乳幼児歯科健診データを用いた下野市のむし歯
罹患に関連する要因の検討

間中　沙織
下野市　こども福
祉課

口腔保健 37
14:55

⑩
中学校におけるポジティブ心理学に基づいたラ
イフスキル教育【第１報】「強みを知り、叶えたい
夢を見出す」授業に参加した中学生の認識

松本　政人
国際医療福祉大
学

親子保健・学
校保健

40

⑪
中学校におけるポジティブ心理学に基づいたラ
イフスキル教育【第２報】「将来の夢を叶える方
法を発見しよう」授業の意義

堀井　さやか
国際医療福祉大
学

親子保健・学
校保健

43

第57回栃木県公衆衛生学会の会場別演題目次

（精神保健福祉、親子保健・学校保健、口腔保健）

№欄に○印が付いているものは誌上発表



第２会場

№　　１　～　  ３　　　　座　長　　稲野　秀孝　　（一般社団法人栃木県医師会副会長）

№　　４　～　  ６　　　　座　長　　中村　好一　　（自治医科大学教授）

№　　７　～　  ９　　　　座　長　　塚田　三夫 　 （安足健康福祉センター所長）

№ 演　　　　題 発表者名 発表者所属 区　分 頁
予定
時刻

1
産業看護職が個別支援を行う環境の現状
（第１報）

藤沼　美由紀
とちぎ産業看護
研究会

産業保健 49

13:35

2
事業所と連携した生活習慣病予防事業の取り組
み

岸　範子
栃木市　健康増
進課

産業保健 52

13:45

3
学校心臓検診の精密検査結果から見た現状と
課題

斉藤　礼奈
（公財）栃木県
保健衛生事業
団

親子保健・学
校保健

55

13:55

4
日光市における喫煙対策について～10年を迎え
る「喫煙防止教室」の成果と今後の方向性～

上野　桂 日光市　健康課
保健行動・健
康教育

58

14:05

5
脳卒中発症登録者（2011年）に対する生命予後
の検討

青木　悠人
保健環境セン
ター

生活習慣病・
メタボリックシ
ンドローム

61

14:15

6
子宮頸がん検診要精検者の検診履歴について
の検討

大出　定夫
（公財）栃木県
保健衛生事業
団

生活習慣病・
メタボリックシ
ンドローム

64

14:25

7
県西地域の難病支援対策について～難病患者
療養支援者連絡会と県西地域難病支援推進協
議会の連携～

怡土　佳代
県西健康福祉
センター

難病・障害の
医療と福祉

67

14:35

8

とちぎ難病相談支援センターにおける『難病ピ
ア・サポート事業』展開への取り組み（第３報）～
「患者交流会の進め方検討会」より学び合ったも
の～

豊田　省子
とちぎ難病相談
支援センター

難病・障害の
医療と福祉

70

14:45

9
芳賀郡医療的ケアを要する障がい児に関する実
態調査の結果について

稲葉　陽子
県東健康福祉
センター

難病・障害の
医療と福祉

73

14:55

⑩
栃木県における糖尿病重症化予防プログラムの
現状と課題

鈴木　優佳
栃木県　健康増
進課

生活習慣病・
メタボリックシ
ンドローム

76

⑪
県西地域における子どもの頃からの食育・健康
づくりに関する取り組み

池内　寛子
県西健康福祉
センター

公衆栄養 79

（産業保健、親子保健・学校保健、保健行動・健康教育、

生活習慣病･メタボリックシンドローム、難病・障害の医療と福祉、公衆栄養）

№欄に○印が付いているものは誌上発表



第３会場

№　　１　～　  ３　　　　座　長　　前原　　 操　　　（一般社団法人栃木県医師会副会長）

№　　４　～　  ６　　　　座　長　　渡辺　晃紀　　　（県西健康福祉センター所長）

№　　７　～　  ９　　　　座　長　　八木沢　和夫　 （栃木県生活衛生課長）

№ 演　　　　題 発表者名 発表者所属 区　分 頁
予定
時刻

1
開催期間および回数が異なる介護予防教室が
高齢者の運動機能に及ぼす効果の検討

高橋　良徳
（一財）日本健
康財団

高齢者のＱＯ
Ｌと介護予防

85

13:35

2
シルバー大学校健康学科に通う学生の体力評
価

菊田　遼
（一財）日本健
康財団

健康運動指導 88

13:45

3
平成29年度乳がん検診における総合判定方式
初年度の成績

安達　美帆
（公財）栃木県
保健衛生事業
団

疫学・保健医
療情報

91

13:55

4
県南保健所で経験した事例から考える麻しん対
策の課題

黒内　麻由
県南健康福祉
センター

感染症 94

14:05

5 外国生まれの結核患者への支援について 福田　めぐみ
県西健康福祉
センター

感染症 97

14:15

6
高齢者施設における結核に対する知識及び対
策に関する調査

田代　典子
県北健康福祉
センター

感染症 100

14:25

7
薬剤耐性結核菌の全ゲノムを用いた分子疫学
解析

水越　文徳
保健環境セン
ター

感染症 103

14:35

8
便中ノロウイルス検査の検体保管温度による検
査結果への影響

鈴木　貴行
（公財）栃木県
保健衛生事業
団

その他 106

14:45

9
平成30(2018)年度 禁煙外来受診補助事業実施
報告

神山　由香里
（地独）栃木県
立がんセンター

保健行動・健
康教育

109

14:55

⑩
在宅難病患者地域支援体制整備の取組につい
て

黒岩　幹枝
県東健康福祉
センター

難病・障害の
医療と福祉

112

⑪
人口動態統計　死因別統計における誤嚥性肺
炎と固形物及び液状物による肺臓炎の変化、都
道府県比較について

青山　旬
衛生福祉大学
校

疫学・保健医
療情報

115

（高齢者のＱＯＬと介護予防、健康運動指導、疫学・保健医療情報、感染症、

保健行動・健康教育、難病・障害の医療と福祉、その他）

№欄に○印が付いているものは誌上発表



第４会場

№　　１　～　  ３　　　　座　長　　大橋　俊子　　（参事兼県南健康福祉センター所長）

№　　４　～　  ６　　　　座　長　　加藤　　 治　　（栃木県薬務課長）

№　　７　～　  ９　　　　座　長　　若色　孝子　  （栃木県環境保全課長）

№ 演　　　　題 発表者名 発表者所属 区　分 頁
予定
時刻

1 暖期における腰痛患者の調査 鈴木　強
（公社）栃木県柔
道整復師会

保健所・衛生
行政・地域保
健

121

13:35

2
看護師の立場から考える巡回健診における医
療安全に対する取り組み

矢野　泉
（公財）栃木県保
健衛生事業団

公衆衛生従事
者育成

124

13:45

3
栃木県における臨床検査技師の在宅医療への
関与についての考察

奥山　啓子 衛生福祉大学校
医療制度・医
療政策

127

13:55

4
重複・頻回受診者及び重複服薬者訪問支援モ
デル事業の実施結果について

栗田　淳弘
栃木県国民健康
保険団体連合会

医療制度・医
療政策

130

14:05

5 ＩＳＯ13485 グループ統一認証への取り組み 荻原　宏之
マニー株式会社
品質保証部　Ｇ
ＱＡ課

医療制度・医
療政策

133

14:15

6 医薬品の製品ライフサイクルマネジメントの実践 小俣　隆昭

グラクソ・スミス
クライン株式会
社　生産技術部
製造技術課

食品衛生・薬
事衛生

136

14:25

7 大麻草に含まれるカンナビノイド定量法の検討 若林　勇輝
保健環境セン
ター

食品衛生・薬
事衛生

138

14:35

8
新環境基準項目（底層ＤＯ）のモニタリング手法
および評価手法の構築に関する研究（第２報）

佐々木　貞幸
保健環境セン
ター

環境保健 141

14:45

9
堆肥化施設に係る臭気の発生抑制に関する調
査（第３報）

神野　憲一
保健環境セン
ター

環境保健 144

14:55

⑩
生物化学的酸素要求量の分析に係る植種液の
活性に関する研究

千野根　純子
保健環境セン
ター

環境保健 147

⑪
医療機器におけるＦＤＡ査察の具体的な対応事
例

後藤　吉英
興和株式会社
医薬事業部　品
質保証部第四課

その他 150

（保健所・衛生行政・地域保健、公衆衛生従事者育成、医療制度・医療政策、

食品衛生・薬事衛生、環境保健、その他）

№欄に○印が付いているものは誌上発表


